
厚生労働大臣の定める掲示事項  

当院は、厚生労働大臣が定める基準に基づいて診療を行っている保険医療機関です。 

❖明細書発行体制について   

医療の透明化や患者様への情報提供を推進していく観点から、領収書の発行の際に、個別の診療報酬の算定項目の分かる明細書を無料で

発行しております。 明細書には、使用した薬剤の名称や行われた検査の名称が記載されるものですので、その点ご理解いただき、ご家

族の方が代理で会計を行う場合、その代理の方への発行を含めて、明細書の発行を希望されない方は、会計窓口にてその旨お申し出くだ

さい。 

❖夜間早朝加算について 

土曜日の正午以降及び 12月 29日終日、12月 30日午前に診療の受付をされた患者様は、厚生労働省の定めた診療報酬点数に基づき 50

点の『夜間・早朝等加算』が初再診料に加算されます。予めご了承下さい。 

❖オンライン資格確認について 

当院では、オンライン資格確認を行う体制を有しています。マイナンバーカードが保険証として利用できます。 

患者様の同意のもと医師がオンラインで薬剤情報、特定健診情報等を取得・活用して診療を行う事ができます。 

❖当院は関東厚生局長に下記の届出をおこなっております。 

１. 入院時食事療養（１）を算定すべき食事療養の基準に係る届出を行っております。 当院は、入院時食事療養費に関する特別管理によ

り食事の提供を行っており、療養のための食事は管理栄養士の管理の下に適時適温で提供しております。 

２.基本診療料の施設基準等 

・時間外対応加算１ 

・有床診療所入院基本料１ 

・医療安全対策加算２ 

・後発医薬品使用体制加算１ 

・外来感染対策向上加算 

３.特掲診療料の施設基準等 

・糖尿病合併症管理料 

・薬剤管理指導料 

・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影 

・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ） 

・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 

・運動器リハビリテーション料（Ⅱ） 

・呼吸器リハビリテーション料（Ⅱ） 

・人工腎臓 

・導入期加算 1 

・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算  

・下肢抹消動脈疾患指導管理加算 

・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術  

・外来後発医薬品使用体制加算１ 

・在宅血液透析指導管理料 

・遺伝学的検査 

４.その他 

・入院時食事療養１ 

・酸素の購入単価届出 

 

 



❖入院基本料について  

・当院では、日勤、夜勤あわせて７人の看護職員を配置しております。  

・入院の際に医師を始めとする関係職員が共同して、患者様に関する診療計画を策定し、7 日以内に文書によりお渡ししております。ま 

た厚生労働大臣が定める院内感染防止対策、医療安全管理体制の基準を満たしております。 

・当院では、管理栄養士２名が勤務しており、医師・看護師等と共同して栄養管理を行う体制を整備し、栄養管理手順を作成しています。 

・ガイドライン等の内容を踏まえた本人の意思を尊重する意思決定支援に関する指針を定めています。 

・身体拘束を最小化する取り組みとして身体拘束の最小化の基準を定め、緊急やむを得ない場合を除き身体拘束を行わないこととしてい 

ます。 

・食事１食あたりの負担額は以下のようになります。 

 

 区    分 令和７年４月１日から 

① 一般の方 ５１０円 

② 住民税非課税世帯に属する方 ２４０円 

③ 住民税非課税かつ所得が一定基準に満たない７０歳以上の方 １１０円 

 

❖後発医薬品使用体制加算・外来後発医薬品使用体制加算について 

当院では、厚生労働省の後発医薬品使用推進の方針に従って、後発医薬品を積極的に採用するとともに、医薬品の安定供給に向けた取り

組みを実施しています。現在、一部の医薬品について十分な供給が難しい状況が続いています。当院では、医薬品の供給不足等が発生し

た場合に医薬品の処方等の変更に関して適切な対応ができる体制を整備しています。 

なお、状況によっては患者様に投与する薬剤が変更となる可能性がございます。変更にあたってご不明な点がございましたら、主治医ま

たは薬剤師にお尋ねください。 

ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

❖一般名処方について 

当院では、後発医薬品の使用促進を図るとともに、医薬品の安定供給に向けた取り組みを実施しています。 

現在、一部の医薬品について十分な供給が難しい状況が続いています。当院では、処方箋を発行する場合に後発医薬品のある医薬品につ

いて、特定の医薬品を指定するのではなく薬剤の成分をもとにした一般名処方を行う場合があります。一般名処方によって特定の医薬品

の供給が不足した場合であっても患者様に必要な医薬品が供給しやすくなります。 

一般名処方についてご不明な点がありましたら、主治医または薬剤師にご相談ください。 

ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

❖発熱患者等への対応について 

当院では、当院での受診歴の有無にかかわらず発熱その他の感染症が疑われる患者様の診察をおこなっています。 

また感染防止対策として、発熱患者と一般患者の動線を分ける等の対応を行う体制を有しています。 

❖生活習慣病管理料について 

患者様の状態に応じて、28 日以上の長期投与を行うこと又はリフィル処方箋が交付できる体制を有しています。  

なお、長期処方やリフィル処方箋の交付が対応可能かは、患者さんの症状に応じて、担当医が判断します。  

❖長期収載品にかかる選定療養について 

令和 6 年 10 月より、医療上の必要性があると認められない場合に患者様の希望を踏まえて長期収載品を処方した場合は、 

後発品との差額の一部が選定療養費として、患者様の自己負担となります。選定療養は、保険給付ではないため消費税が別

途かかります。処方箋の場合、選定療養は薬局でのお支払いになります。  

ご理解ご協力の程、よろしくお願いいたします。 

長期収載品…後発品のある先発品で後発品収載から 5 年経過しているもの、後発品置換え率が 50％以上のものなど  

 選定療養…医療保険に加入している患者が、追加費用を負担することで保険適用外の治療を、保険適用の治療と併せて受ける事が出来る医療  

サービス  



自費料金等について 

当院では、健康保険の療養に該当しない保険外の料金についてその使用量、利用回数に応じた実費の負担をお願いしております。 

主な実費負担は、下記の通りです。  

種別 料金 

診察券再発行 手数料 1回 165円 

開示手数料 1件につき 5500円 

医師面談料 1回 30分まで 3300円  

30分超え 1時間以内 5500円 

一般診断書 1通 3300円 

一般証明書 1通 1100円 

臨床調査個人票 1通 1760円 

生命保険診断書 1通 5500円～11000円 

年金診断書 1通 3300円 

自立支援医療（更生医療用）新規申請に要する意見書 1通 4400円 

身体障害者診断書 1通 3300円 

死亡診断書 1通 4400円 

肺炎球菌ワクチン接種料 （助成なし） 1回 8000円 

水痘ワクチン接種料 1回 8800円 

Ｂ型肝炎ウイルスワクチン 1回 5000円 

Ａ型肝炎ウイルスワクチン 1回 8250円 

インフルエンザワクチン 1回 4000円 （10月～12月の期間） 

新型コロナウイルスワクチン                   1回  16500円 

帯状疱疹ワクチン（弱毒化生ワクチン－効果 5年程度） 1回 8800円 

帯状疱疹ワクチン（不活化ワクチン－効果 10年程度）2回接種 1回 22000円 （2回で 44000円） 

死後処置料     4400円 

診療録のコピー代 1枚   25円 

レントゲン・ＣＴのデーターコピー（CD‐ROM） 1枚 1100円 

要約書（簡単なもの） 1件につき 5500円 

室料差額 1日 5000円 

テレビ代 1日  300円 

（消費税込み） 

 

 

 

さがみ循環器クリニック 
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2024 年 6 月 1 日現在 


